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造園の学術・技術と職能
鈴　木　　　誠* †

（令和 2年 12 月 9 日受付/令和 3年 1月 22 日受理）

要約：造園学の原論として，造園の学術の発祥と展開を論述した。この綜説では，造園学の発展に伴い密接
に関係した造園の技術と職能の展開についても考察し，学術との相互関係に言及した。本論は，1．「造園」
の源流としての「庭造（にわづくり）」，2．欧米における「庭造」から「造園」への技術的展開と職能の形成，
3．日本における近代造園の発祥と展開，4．造園学・造園技術者団体の組織形成と学術団体・教育機関の創
設，5．現代造園の学術/技術/職能，6．造園の学術/技術/職能の相互関係，の 6章からなり，日本農学会編
『日本農学 80 年史』（養賢堂，2009）所収の拙稿「研究領域の展開《造園学，緑地環境科学》」並びに「個別
分野の発展《造園学》」の内容を追補し改稿してまとめた。

キーワード：造園学原論，造園技術史，造園職能史，造園科学史，造園の領域

1．　「造園」の源流としての「庭造（にわづくり）」
　術（技術）としての造園は，古来世界各地で庭造に関わ
る材料・方法を，有効な知見として整理し，実践する中で
発展してきた。身近な自然環境を心地よく整える庭造（作
庭）に関する技術の蓄積は，造園学の礎であり，科学的発
展と体系的総合化を果たしてきた現代造園の中での庭造
は，造園の学術・技術そして職能を支える重要な一分野を
構成している。
　日本の造園技術を記した最古の記録として，平安時代末
頃の成立とされる『作庭記』（鎌倉時代の写本 2巻が国宝，
古名は「前栽秘抄」）が知られる。以後，いくつかの作庭・庭
造に関する文献が現れるが，これらは後に「作庭秘伝書」
と呼ばれ，こうした文献により洗練された技術を継承する
専門的な人々と職能の存在が伺われる。
　『作庭記』は平安貴族等の寝殿造庭園を造る際の造園技
術書だが，冒頭に庭造の「大体の趣旨」（基本方針）とし
て 3点が記される。
　それは概略①庭造にはまずその場所の自然環境（地形・
水環境）を読み取り，その状況は自然（風景）を手本にして
デザインすべきである，②名園を手本にするとともに，そ
こに暮らす家主の意向を尊重し，さらに造園家として自ら
の工夫をこらすべきである，③日本各地の名所の自然（風
景）を自分のものにし，そのようすを庭の所々にちりばめ
調和するように形づくりながら庭造をすべきである，とい
う内容である。即ち，土地と自然環境・自然風景の読み取
りと有効的・調和的整序の方法，そしてそこに暮らす人
（家主）の意向の尊重と専門家としての創意（工夫）の重
要性を強調している。これは，現代造園家にも必要な職能
を支える学術的・技術的思考といえる。
　他にも「作庭秘伝書」と呼ばれる書写したものはあるが，

板行され一般に広まった技術書の嚆矢は，北村援琴『築山
庭造伝』（1735）であり，さらにこれを増補再版した秋里籬
島『築山庭造伝　後編』（1829）並びに『石組園生八重垣伝』
（秋里籬島，1827）が，近世造園技術書の一つの到達点で
あった。これらの本は明治時代を迎えても活字化されて出
版された。『築山庭造伝　後編』に図示された型，「築山」
「平庭」「茶庭」とそれぞれの「真・行・草」の格式で示さ
れた庭造の基本形は，日本式庭園の構成やその構成要素，
石組等のデザイン・マニュアルとして近現代においても大
きな影響をもった。
　『Landscape Gardening in Japan（日本の庭造）』（1893）1）

という書名で，日本の造園を世界に初めて体系的に紹介し
た，イギリス人お雇い建築家ジョサイア・コンドル（Josiah 
Conder, 1852-1920）の本も，『築山庭造伝　後編』と『石組
園生八重垣伝』を底本とした，本多錦吉郎『図解 庭造法』
（1890）2） の英訳と，出版物としては初めてとなる日本の庭
園写真により学術図書としての体裁を整えた。この『図解　
庭造法』は改訂されて版を重ね，著者没後の増補改訂版が
『図解 日本庭造法』として 1935 年（昭和 10）にも出版され
ている。このような日本の近世由来の庭造に関わる学術・
技術の近代的な整理に加えて，欧米からの「ランドスケー
プ・アーキテクチャー」の概念の導入により，日本の庭造
を取り込んだ近代造園が生まれ発展するのは明治時代後
半，20 世紀になってからのことである。

2．　欧米における「庭造」から「造園」への
技術的展開と職能の形成

　欧米における近代的職能としての造園家（ランドスケー
プ・ガーデナー）は，当初 18 世紀のイギリスで発達した
風景式庭園（ランドスケープ・ガーデン）の創作者として
確立されてきた。整形式庭園のデザインから，風景式庭園
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のデザインへの学術・技術の展開は，庭造から風景づくり
の技術として体系化が促されていった。
　18 世紀後半から 19 世紀にかけて活躍したイギリスの造
園界を代表する一人，ハンフリー・レプトン（Humphry 
Repton, 1752-1818）は，その造園設計図書『Red Book』3）

で有名だが，晩年『Fragments on Theory and Practice 
of Landscape Gardening』（1816）に彼の生きた時代の庭造
（造園）の学術・技術を取りまとめた。植栽デザインのガー
デネスク（Gardenesque）を提唱したジョン・ラウドン（John 
Claudius Loudon, 1783-1843）は，ランドスケープ・ガーデ
ニング（庭造）の学術・技術を体系化した著作『Encyclopedia 
of Gardening』（1822）を著し，数回の改訂版を出してい
るが，この本の中に「ランドスケープ・アーキテクチャー
（landscape architecture）」の用語が使用され広く認知され
ていく。ラウドンは晩年『The Landscape Gardening and 
Landscape Architecture of  the Late Humphry Repton』
（1840）として書名にもランドスケープ・アーキテクチャー
（造園）を用いた。
　アメリカではアンドリュー・ジャクソン・ダウニン
グ（Andrew Jackson Downing, 1815-1852）が，1841 年に
『Treatise  on  the Theory  and Practice  of Landscape 
Gardening, Adapted to North America』を出版したが，
Treatise には学術論文の意味があり，また欧米にて好評を
博したことから，18 世紀の中頃までにランドスケープ・
ガーデニングの学術・技術は成熟し，この種の出版物の需
要者である造園の実践者，ランドスケープ・ガーデナーの
職能も確立されていたと言えよう。
　こうして，18 世紀から 19 世紀にかけて流行を見せた風
景式庭園に関わる造園家（ランドスケープ・ガーデナー）
の職能が確立され，理論と実践（Theory and Practice）あ
るいは実践から理論へと，学術的出版物がまとめられ，そ
れを利用した造園の実践を通じて，さらなる技術的展開と
その蓄積がなされていく。しかし，ランドスケープ・ガー
デナーの職域対象は富裕層の個人邸庭園もしくは，富裕市
民が主な利用者であった初期の公園（公共の庭造）4） であっ
た。現代のような都市公園（パブリック・パーク）の普及
は，私有庭園の公共庭園への改造，そして新たな公共庭園
（一般市民の公園）の創造へと技術的蓄積（実践）と学術的
蓄積（理論）がなされた結果だった。この流れはヨーロッ
パからアメリカへと伝播展開していったが，ニューヨーク
のセントラルパークの誕生において，ランドスケープ・ガー
デナーからランドスケープ・アーキテクトと称される職能
の確立がなされた。その中心人物がフレデリック・ロー・
オルムステッド（Frederick Law Olmsted, 1822-1903）で
ある。
　オルムステッドは，アメリカの自然環境と社会規範，A.J. 
ダウニング他の著作物や仕事（英米における理論と実践）
に影響を受けてデザインを実践した。イギリスの公園にも
訪問して学ぶが5），大きく異なる点として，アメリカ人と
して，彼は，過去にはヨーロッパの特権階級に独占されて
いた邸宅庭園や，富裕市民のレクリエーション空間として
の公園を一般市民のものに置き換えていったことだった。

その際に用いた職能を表す用語として，「ランドスケープ・
アーキテクト（landscape architect）」を使用して自らを
呼称し，「ランドスケープ・アーキテクチャー（landscape 
architecture）」という技術を提唱した。
　こうした，職能としての近代造園家（ランドスケープ・
アーキテクト）の誕生の背景には，産業革命がもたらした
都市への人口集中と，化石エネルギーの使用による生活環
境の悪化があった。都市の生活環境改善のため計画的に都
市公園をつくろうとする動きはイギリス，フランス，ドイ
ツに起こり，特にアメリカ合衆国にてオルムステッドが
ニューヨークのセントラルパークの創設に成功すると，19
世紀末には多くの大都市が公園を持つようになったが，日
本における近代的都市公園の第 1号である日比谷公園の設
計と創設（1903）もこの流れの中にあった。
　オルムステッドが首唱した，ランドスケープ・アーキテ
クトという職能に必要な資質として，アルバート・ファイ
ン（Albert Fein, 1977）6） は特に 3 つに焦点を当てている
が，これらは造園の学術的側面である社会科学と自然科学
の両側面をもつこと，また様々な学術・技術分野との協働
が必要な総合学的性質をもつことにも通じている。
　①ランドスケープ・アーキテクトは，歴史に十分な理解
と関心を持っていなければならず，元来「社会計画家
（social planner）」でなければならない。

　②ランドスケープ・アーキテクトは元来「科学的百姓
（scientific  farmer）」とでも呼ぶべき自然に関するエ
キスパートでなければならない。

　③ランドスケープ・アーキテクトは，機械，土木，構造，
建築，園芸，植物など多彩な分野のエキスパートと極
めて高いレベルで交流できる（話がわかる）程度の勉
強が必要である。

3．　日本における近代造園の発祥と展開
（明治時代～昭和時代戦前期）7）

　日本においては，近代・明治時代以降 20 世紀における，
近世・江戸時代からの庭造に連なる造園の展開の一方，明
治維新がもたらした国をあげての西洋化・近代化の流れ
は，造園分野においてもその兆候を明治時代の早い時期か
ら見せていた。まず，1873 年（明治 6）の太政官布達第 16
号により，都市における公園が法的に裏付けられたことが
エポック・メーキングとなる。
　江戸時代から継承されてきた，寺社の境内地，城跡，景
勝地などが公園として指定され，欧米風にならった近代的
生活様式に合うような改造，改修が個別に加えられていっ
た。後に「公園緑地/公共緑地」とも呼ばれる体系的整備概
念はこうした公園の指定・公園への改修実践から始まる。
その理論（学術）的裏付けとしての，都市における公園
（public garden, public park），緑地（open space）が衛生，
レクリエーション，防災などに係る都市施設として，現在
の都市計画的観点から位置づけられるのは 1888 年（明治
21）の「東京市区改正条例」8） からであった。しかし，わが
国における新たな近代的公園の創出は 1903 年（明治 36）
開園の日比谷公園が嚆矢で，その設計案が確定し公園が完
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成するまでに 10 年ほど歳月を要した。この間に日比谷公
園設計案として提出された，庭園，園芸，建築そして林学
関係者の設計案に，明治時代中頃，わが国における近代造
園学萌芽期の混沌とした様子が見て取れる。未だ，「庭造」
とは異なる「造園」の学術・技術の体系的理解や，造園家
としての職能の確立前の状況であった。
　採用された日比谷公園設計案は東大林学科教授本多静
六9） のものだが，このプランはドイツの造園学者マック
ス・ベルトラム（Max Bertram, 1849-1914）の造園技術
書『Gärtnerisches Planzeichnen（造園設計図集）』（1891）
を参考に造られたものであった。同じころ，皇室庭園とし
ての新宿御苑の造園が始まっており完成は 1906 年（明治
39）である。この大規模西洋風庭園はフランス人造園家ア
ンリ・マルチネ（Henri Martinet, 1867-1936）が設計し，
その導入を計画し施工を指揮したのは宮内省の福羽逸人10）

であったが，彼が新宿御苑の園芸見習生のために講義した
記録「園芸論」（1903）は，マルチネの師であったエドアー
ル・アンドレ（Edouard Francçois Andreé, 1840-1911）『L’ 
art des jardins  : traiteé geéneéral de  la composition des 
parcs et  jardins（庭園芸術：公園や庭園の構成に関する
学術的論考）』（1879）を参考に構成されていた11）。
　この時期の特徴としては，西欧の造園学のわが国におけ
る紹介，西欧造園技術導入の一方，江戸時代の作庭秘伝書
などにまとめられた伝統的な庭造の技術を，近代的に解釈
し直した整理作業を通じて，近代の造園技術書として再構
成する成果などがみられた。その象徴として，コンドルの
『Landscape Gardening  in Japan（日本の庭造）』（1893）
があげられ，また伝統的な庭造に関する総括的・通史的な
研究は，「園芸」を書名にもつ横井時冬『園芸考』（1889）
において一応の学術的な体系的整理がなされた12）。
　こうした 19 世紀末から 20 世紀初頭の，欧米の造園技術
導入や，日本の伝統技術の近代造園への応用を図る動きは，
その後の国家的事業である明治神宮（1920 年完成）の造園
計画などを直接的な契機として，日本における近代造園学
と造園家という職能形成の基礎となった13）。

4．　造園学・造園技術者団体の組織形成と
学術団体・教育機関の創設

⑴　欧米の造園関連学術研究機関と職能団体の形成
　現代につながる造園の学術・技術・職能の急速な発展は，
日本では 20 世紀になり 1920 年代頃から始まるが14），アメ
リカにおけるその展開は，例えば職能団体としてのASLA
（American Society of Landscape Architects）は 19 世紀
末，1899年に11人の造園家により設立された。イギリスで
は1929年に造園に関わる職能団体 ILA（Institute of Land-
scape Architects）が設立され，現在は LI（Landscape 
Institute）と名称変更して継承されている。
　教育機関としては 1901 年にハーバード大学にランドス
ケープ・アーキテクチャーのプログラムが創設され，1913
年にスクールとして独立した。ヨーロッパ初のランドス
ケープ・アーキテクチャーのプログラムは，1919 年にノ
ルウェーで開始され，次は 1929 年のベルリンに開設され

たドイツのコースであった。1920 年にはアメリカで，造園
学教育に携わる人々により CELA（Council of Educators 
in Landscape Architecture）が組織され，現在はアメリカ，
カナダ，オーストラリア，ニュージーランドの造園教育機
関の全てを含み，全世界に会員をもつ学術団体となってい
る。ヨーロッパでは造園の教育機関を組織した団体は，イ
ギリスで1970年代に，ドイツで1980年代に活動を開始した
が，むしろランドスケープ・アーキテクトの職能団体とし
て 1948 年に組織された IFLA（International Federation 
of Landscape Architects, 国際造園家連盟）が，造園学術・
造園技術・造園教育の専門家たちの活動の場となっていた。
IFLAは当初ヨーロッパと北米の 15 ヵ国の造園家組織を
束ねる形で組織形成され，1954 年には日本も社団法人日
本造園学会が16番目のメンバーとして組織加盟した。ヨー
ロッパにおける国際的な造園学の教育研究組織は 1991 年
に ECLAS（European Council of Landscape Architecture 
Schools）として活動をスタートさせ，EUを中心にヨー
ロッパ並びに世界各国の造園教育機関，教育研究者が加入
し現在に至っている。
　なお，国際的造園家の職能団体 IFLA創設前史として，
ヨーロッパにおける造園家たちの国際組織設立に向けた会
合は，1935 年ブリュッセル，1937 年パリ，1938 年ベルリン
において開催されたが，第二次世界大戦勃発により IFLA
創設は 1948 年となった。

⑵　日本の造園関連学術研究機関と職能団体の形成
　日本における，造園関連学術研究機関と職能団体の形成
は 1920 年（大正 9）前後に起こる。時代背景として，明治
維新から半世紀が過ぎようとし，ランドスケープ・アーキ
テクチャーという学術・技術分野，ランドスケープ・アー
キテクトという新たな職能概念が日本に実態をもち始めた
時期と言えよう。当時，ランドスケープ・アーキテクチャー
の訳語として「庭園」，「造園」，「景園」，「装景」などの言
葉が当てられた時代の迷いも反映して15），理念や実践が先
行しつつ，技術体系・学術体系がその後を追っていた時代
を物語る。
　日本の造園関係者が一同に参集してその技術を競い合っ
た国家的造園事業，明治神宮の造営，内苑・外苑の整備は，
1917 年（大正 6）に内苑着工，1920 年（大正 9）完成。外苑
着工は 1918 年（大正 7），竣工は 1926 年（大正 15）であっ
た。国家事業としての造園の現場を得て技術の集積と展開
が実地に実践された一方，学術的に造園を整理体系化し普
及する動きや，制度的に造園の活動領域を規定していくよ
うな動きが現れる。
　1918 年（大正 7）には，わが国初の近代造園学の学術図
書として田村剛（1890-1979）が『造園概論』を出版し，
庭園協会（1925 年日本庭園協会に改称）が発足して，英文
名称を「Japanese Society of Landscape Architecture」と
した。1919 年（大正 8）「都市計画法」が制定され，公園
を都市計画施設と明記した。同年，「史蹟名勝天然記念物
保存法」が制定された。
　1923 年（大正 12）9 月の関東大震災は公園緑地の必要性
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を実感させたが，同年，上原敬二（1889-1981）は学術・芸
術の対象としての庭園を体系的に整理した『庭園学概要』
を公刊し，続く 1924 年（大正 13）に近代造園学を体系的
にまとめた大著『造園学汎論』を出版した。上原はこうし
た著作に連動しつつ，震災復興事業にも喚起され，わが国
初の造園専門教育機関として東京高等造園学校（1924）を
主導して創設した16）。以後，「帝都復興計画」等の震災復
興事業を契機として，造園の専門技術者/造園家の活躍の
場が広く展開していった。1925 年（大正 14）には造園に
関わる研究者，教育者，実務家らが集い，日本造園学会が
社団法人として設立された。その機関誌「造園学雑誌」は
「造園雑誌」「ランドスケープ研究」として誌名を変え現在
に至っている。
　1926 年（昭和 1），時代は昭和と改まり，造園の学術・
技術について体系的に理解を進めようとする動きはさらに
加速していく。この時期のエポック・メーキングは 1928
年（昭和 3）の日本庭園協会編『造園叢書　全 24 巻』（雄山
閣，1928-29）の刊行である。この叢書には，『都市の美装』
（第 2巻，黒田鵬心），『天然公園』（第 3巻，本多静六），『公
園の設計』（第 4巻，井下清），『造園土木』（第 11 巻，谷村
鉄三郎），『運動遊戯設備』（第 13 巻，相川要一），『並木』（第
19 巻，三浦伊八郎）といった「庭造」「庭園」とは直接重
ならない，広義の「造園」の内容が加わっていた。
　造園に関する国際的な職能団体の組織を形成する活動は
1930 年代後半から始まるが，これに呼応するように，わ
が国でも 1938 年（昭和 13）には造園設計家「造園士」の
職能集団，日本造園士会が発足した（1977 年日本庭園協
会と合併）17）。

5．　現代造園の学術/技術/職能18）

　1930 年代末からの戦時色により，造園界の低迷があっ
たが，20 世紀半ば以降の戦災復興，高度経済成長期にか
けて，造園の対象とする庭園，公園，自然風景地など，自
然と生活環境の保全と創成に関する社会的関心の高まりに
より，造園界の発展が続いた。
　現在も造園職能として大きな一角を占める行政分野での
造園技術者の活躍は，すでに関東大震災後の震災復興時期
から認められていたが，1956 年（昭和 31）「都市公園法」，
1957 年（昭和 32）「自然公園法」の制定が契機となって，
都市公園・国立公園行政分野の行政職「造園職」の普及と
その後の活躍に結びついていった。加えて，「土地区画整
理法」（1954）に土地区画整備地区内の公園面積が地区内
人口 1 人当たり 3 m2 以上，かつ施行面積の 3％以上とな
るよう規定されたことにより，公共施設としての公園の増
加が著しく進み行政職造園家の活躍の場となった。
　また，日本住宅公団（1955），日本道路公団（1956）等
の公務員に準じた造園技術者は，住宅団地，ニュータウン
（多摩ニュータウン 1965，千里ニュータウン 1970，他），高
速道路（東名高速道路 1968，他）の造園に数多く携わり
実践を通じて造園技術の蓄積が進んだ。これらの公団の組
織改組（現 都市再生機構/UR都市機構），民営化（現 東
日本・中日本・西日本高速道路株式会社/NEXCO）を経

た後も造園技術者としての活動は継続されている。
　1964 年（昭和 39）アジア初となるオリンピックが東京で
開催されたが，開催地東京での関連事業は造園の学術・技
術・職能に大きく影響を与えた。オリンピック関連施設の
造園設計・造園施工に多くの技術者が参加し，短期間に良
質な造園空間を提供するための技術的蓄積がなされ，組織
的造園設計事務所の増加や，造園施工現場での大型重機の
普及もこの頃に見られた。この年，1964 年（昭和 39）には
造園設計事務所連合が設立され，後にランドスケープコン
サルタンツ協会に名称変更（1999）して現在に至る。また
同年，第 9回国際造園家会議（IFLA東京大会）が開催され
て，IFLA日本大会実行委員会編『日本の造園』が刊行さ
れ，日本の造園家の活躍・発展を示す象徴的出来事となっ
た。こうした国際交流の拡大と職能分野における社会的要
請の需要増大は，わが国の造園界に刺激と自信を与え，さ
らなる発展拡充の基礎を形成した。日本の造園が世界の造
園界に明確に位置付けられ正当な評価を与えられる契機と
なった。世界中で日本の造園を特徴づける，海外に造られ
た公共的日本庭園も 1950 年代は 4件だったものが，1960
年代には 36，1970 年代 59，1980 年代 86 件と増加し 2020
年には 500 を超える庭園数となっている19）。
　1970 年代前半までの高度経済成長に伴う生活空間の拡
大と変化は，社会的要請として庭園的空間の技術条件を，
さらに都市的・地域的・国土的スケールのオープンスペー
ス，ランドスケープに対応する技術手段にまで発展させる
ことを促進させた。また，同時に社会問題化した開発と自
然保護の問題は社会的要請の先取りとして，緑地保全，公
害対策など行政的な法制度の整備の中に認められた。「樹
木保存法」（1962）を皮切りとして，1966 年（昭和 41）「首都
圏近郊緑地保存法」「古都保存法」が，1967 年（昭和 42）「公
害対策基本法」が公布され，環境整備への視点の大変換の
裏付けとなった。国土美化・都市緑化等の推進に寄与する
目的をもつ日本公園緑地協会20） が，社団法人として認可さ
れたのも 1967 年（昭和 42）であった。1971 年（昭和 46）に
は環境庁が設置され，1972 年（昭和 47）「自然環境保全法」
が制定されるなど，「環境」がキーワードとなったこの時
期を象徴している。環境（自然）の保護と開発に関しては
造園の本質に係る問題であるが，それが現実の社会問題と
して提起され問題解決への学術的・技術的なアプローチが
具体的に展開し始めた。その一例として，1977 年（昭和
52）に始まる「緑のマスタープラン」による都市の公園緑
地計画があげられる。後の 1994 年（平成 6）には「都市
緑地保全法（現都市緑地法）」の改正により創設された「緑
の基本計画」に発展継承され，造園計画技術による都市の
緑の総合的な法定計画となった。
　しかし，環境問題は生活環境，都市環境，地域環境，自
然環境と拡大多様化し，個別化，地域化も進む一方で，森
林破壊，砂漠化の進行に代表されるように国際化している
ことの社会認識も芽生えていった。このような社会状況の
多様化は，技術開発や問題解決の研究活動の要請先をより
広い分野に求めようとしていった。緑や環境整備に係る課
題は造園学のみが扱う対象ではなくなり始め，関連諸分野
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の研究成果や方法論の積極的導入が図られるようになっ
た。また近接専門分野との学際的研究が芽生えるととも
に，周辺領域における新たな研究組織の結成や研究発表機
会の増加があった。一方，このことは造園独自の方法論の
確立と，総合化・体系化を目指した造園学の再構築が求め
られることにも通じていった。造園界のこうした意識・動
向と，社会的需要によって，日本造園学会創立 50 周年記
念事業として1350頁の大冊『造園ハンドブック』（日本造園
学会編，1978）がまとめられ，『日本公園百年史』（同刊行会
編，1978），『造園学用語集』（日本造園学会編，1979），そ
して造園界が総力をあげての『造園修景大事典（全 9巻）』
（同編集委員会編，1980）が日本造園修景協会により刊行
された。
　この，財団法人日本造園修景協会は 1950 年（昭和 25）
発足の（財）日本ガーデン協会が発展的解消して，その事
業の一部を引き継ぎ 1976 年（昭和 51）設立され，造園を
職能とする学術・技術・行政分野，すなわち造園学教育・
研究者，造園コンサルタント・造園建設業者，造園行政関
係者らを会員として活動を開始した。1963 年（昭和 38）
から続く『全国造園技術者名簿』の編集刊行事業を日本公
園緑地協会他から1977 年（昭和 52）より継承し21），1996 年
（平成 4）まで継続した。
　造園の学術の動向と展開は，日本造園学会の出版物に見
て取れるが『造園学用語集』（1979）以降では，『環境を創
造する─造園学からの提言』（1985），『世界のランドスケー
プデザイン』（1990），『造園学大系 1-5 巻』（1996-1998，第
1巻ランドスケープの展開，第 2巻ランドスケープの計画，
第 3巻ランドスケープデザイン，第 4巻ランドスケープと
緑化，第 5巻ランドスケープエコロジー），『緑空間のユニ
バーサル・デザイン』（1998），『ランドスケープのしごと：人
と自然があやなす風景づくりの現場』（2003），『海外の日
本庭園調査報告書』（2006），『復興の風景像：ランドスケー
プの再生を通じた復興支援のためのコンセプトブック』
（2012），『造園工事総合示方書：2015 年制定：技術解説編』
（2015）などとなっている。
　同じく日本造園学会の定期刊行物は，機関誌「造園雑誌」
を 1994 年（平成 6）「ランドスケープ研究」に改題，1992 年
（平成 4）「造園作品選集」隔年刊行開始（2018 年より「ラ
ンドスケープ作品選集」に改題）。2001 年（平成 13）「造
園技術報告集」隔年刊行開始（2015 年より「ランドスケー
プ研究　増刊技術報告集」に改題）するなど，造園学のも
つ学術・技術・芸術の側面をそれぞれカバーし現在に至っ
ている。
　加えて，日本造園学会の国際的な学術交流体制として
は，1990 年（平成 1）より韓国造景学会との間で日韓定期
学術交流を毎年開催し始め，1999 年（平成 11）以降中国
風景園林学会を含め 3カ国による学術交流（学術研究発表
会，専門家会議，シンポジウムなど）に進展させている。学
術研究成果の発信体制では，日本造園学会をはじめ国内外
8学会が ICLEE（International Consortium of Landscape 
and Ecological Engineering）を組織し，2005 年（平成 17）
に英文学術雑誌「LEE（Landscape and Ecological Engi-

neering）」を創刊，2014 年（平成 26）には英文電子ジャー
ナル「URPR（Urban and Regional Planning Review）」の
発行が日本都市計画学会，日本計画行政学会と連携して開
始された。
　造園学術面の領域カバーの概要は，日本学術会議（日本
農学会）刊行の「日本農学進歩年報」〔1951 年（昭和 26）－
1978 年（昭和 53）〕中の「造園学」の学術研究分類項目に
見て取れる。それは，造園学原論，造園史（庭園関係・都
市公園緑地関係・自然公園関係），造園材料，造園施工，
造園管理，造園計画（庭園関係・都市公園緑地関係・自然
公園関係），都市計画，地方及び国土計画の 8項目であっ
たが，現在これにランドスケープ解析・情報処理，ランド
スケープエコロジーの 2つが加わり造園の学術領域を構成
している22）。
　造園技術・職能面の社会的動向としては，経時的な発展
と共に東京オリンピック（1964）や大阪万博（1970）といっ
た国家的行事に伴う造園事業の需要拡大に応じた一時的進
展があった。特に，大阪万博後の 1970 年代には，職能面に
おいて造園技術者や造園技術者を擁する法人の組織化が進
んだ。1971 年（昭和 46）日本造園建設業協会設立，1973
年（昭和 48）日本造園組合連合会，日本緑化センター，日
本植木協会，日本道路緑化保全協会（2009 年解散）が設立
された。また，造園技術者の国家認定資格制度としては，
1957 年（昭和 32）制定された「技術士法」による技術士
（建設部門）をはじめとして，1973 年（昭和 48）造園技能
士制度が発足し，1975 年（昭和 50）には造園施工管理技士
の資格認定が始まった。1988 年（昭和 63）になり，1 級
造園施工管理技士資格保有者有志により関東甲信一造会が
発足，その後 2012 年（平成 24）「全国 1 級造園施工管理
技士の会（一造会）」と改組し，造園施工に関わる代表的
職能団体として現在に至っている。
　造園の計画・設計に関わる職能としての日本のランドス
ケープ・アーキテクトの称号としては，2004 年（平成 16）
に登録ランドスケープ・アーキテクト（RLA：Registered 
Landscape Architect）の資格認定制度がランドスケープ
コンサルタンツ協会により創設された。この RLAを中心
に，職能団体ランドスケープ・アーキテクト連盟（JLAU：
Japan Landscape Architects Union）が 2013 年（平成 25）
に発足し，同時に IFLAの加盟団体であった日本造園学会
から加盟組織を引き継いでいたイフラ・ジャパン（IFLA 
Japan, 1995）と合併しIFLAの日本代表組織となっている。
　このように，造園の学術・技術の対象範囲が拡大し，対
応する空間・環境の保全・創成に関わる職能資格・称号な
どが充実する一方，造園技術者に関連した個別技術の保証
が求められるようになってきた。これに応じては，1991 年
（平成 3）発足した樹木医制度をはじめとして，ビオトー
プ管理士（1997），造園基幹技能者（1998），街路樹剪定士
（1999），植栽基盤診断士（2003），建築緑化コーディネー
ター（スカイフロントコーディネーター・屋上緑化，2004/        
屋上緑化コーディネーター，2014/2019 改称），公園管理運
営士（2006）等の制度が民間資格として発足している23）。
また，国家資格も民間資格もその資格保持のための技術継
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続教育の重要性が高まり，2005 年（平成 17）より造園継
続教育（CPD : Continuing Professional Development）制
度が本格実施され現在に至っている。
　なお，造園界あげてその学術・技術を結集し，様々な関
連職能との協働により達成した国家的行事として国際博覧
会の会場造園がある。1970 年の大阪万博に始まり，沖縄海
洋博（1975），つくば科学万博（1985）を経て，1990 年（平
成 2）の国際花と緑の博覧会（大阪）ではメインテーマが
造園の扱う「花と緑」となり，ジャパンフローラ2000（淡路
花博），パシフィックフローラ 2004（浜名湖花博）と続き，
2005 年（平成 17）愛・地球博（愛知万博）では「自然の叡
智」がテーマとなったことから，会場演出総合プロデュー
スを造園家が担当した。これらの，国際園芸・造園博覧
会の国内版とも言える全国都市緑化フェアは，大阪花博
（1990）に先立つ 1983 年（昭和 58）大阪で開始され，毎
年全国の都道府県を巡っての開催が継続している。

6．　造園の学術/技術/職能の相互関係
　ここまでの造園の歴史の中に見てきたように，造園の職
能はその基礎となる技術，技術の学理・体系としての学術
と不可分に発展してきた。
　造園の実践（庭造・公園づくり，緑のまちづくり，ラン
ドスケープデザイン等）から，造園技術が蓄積され，理念
に基づいたその集約化・体系化（書籍化・テキスト化）を
造園学術分野が担ってきた。そのテキスト情報が造園職能
の背景（コンテキスト）となってきた。職能集団（行政・
企業，学協会，組合・連盟，等）は技術の蓄積を積極的に
進め，標準化しテキスト化してきた。そして，標準仕様の
技術適用ができる人材の技術者評価（資格・称号）を規定
し現在にいたっている。造園技術の蓄積は造園家の職能の
多様化，造園家の集団化に伴い深化し，分業化されてきた。
しかし，造園の対象とする空間・環境との関係から，学術・
技術の専門性深化の一方で，総合性担保は必要不可欠であ
る。それは，造園学が社会科学と自然科学の両側面をもつ
こと，また様々な学術・技術分野との協働が必要な総合学
的性質をもつことによる。日本造園学会が会員の造園活動
の成果を，三種類の定期刊行物により学術・技術・芸術的
側面からまとめ，一つのプラットフォームとしていること
に総合性担保の一つのあり方を見る。しかし，科学技術の
進化はさらに継続する。したがって斯界を横断した国家的
行事またはそれに準じた催事24） により，造園の総合化を顧
みる試み，造園原論の先導的思考を確認する試みがこれま
で歴史的経緯に見てきたように，経時的に実施されるべき
だといえよう。
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